
ク

あ
 

る
 
日
 

ク
 

~””' 

お
山
の
き
れ
い
な
日
 

風
が
き
ら
き
ら
光
つ
て
い
た
よ
 

1
7い
．布
叫m
を
い
つ
ぱ
い
の
せ
て
 

白
い
雲
が
流
れ
て
い
た
よ
 

胸
を
大
き
く
は
ず
ま
せ
て
 

就
職
の
子
も
 
進
学
の
子
も
 

み
ん
な
み
て
る
よ
 
き
つ
と
 

昭和 39 年 3 月 15 口 

ふ
く
ら
ん
だ
夢
が
い
く
つ
も
 

風
船
玉
の
よ
う
に
と
ん
で
い
つ
た
よ
 

猫
柳
が
川
ぱ
た
で
 

そ
つ
と
見
送
つ
て
い
た
よ
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（
岩
木
川
原
に
て
）
 

？
ノ
 

廿
福
祉
年

r

に
三

つ
の

改
善
廿
 

結
核

性
疾
患

に
障

害
年

金
 

蓄
 
膿
 
症
 

ス
 

西
北
中
央
病
院
耳
鼻
科
 

医
 
長
 

鈴
 
木
 

義
 
人
 

一
 
一
 

ひ
と
こ
ろ
は
、
子
 

供
の
鼻
た
れ
ま
で
 

医
者
に
か
か
る
と
 

ユ
 

精
神
障
害
に
つ
い
て
は
、
持

続
性
と
思
わ
れ
る
障
害
が
あ
り

常
時
、
介
護
お
よ
び
指
導
を
必

要
と
す
る
程
度
の
も
の
。
 

こ
れ
は
九
月
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

③
 
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限

額
を
扶
養
親
族
の
な
い
者
四
十

万
円

（
現
行）
を
基
礎
と
し
て

一
人
目
は
そ
れ
に
九
万
円
を
加

算
し
、
二
人
目
か
ら
は

一
人
に

つ
き
四
万
円
を
加
算
し
、
五
人

で
六
十
万
円
（
現
行
）
 を
六
十

五
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
五
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

を
減
退
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く

中
耳
炎
や
扇
桃
炎
の
原
因
に
な

つ
た
り
、
気
管
支
炎
や
ロ
イ
マ

チ
、
腎
炎
も
関
係
が
あ
り
ま
す

鼻
が

つ
ま
る
、
頭
が
重
い
、
 

の
ど
へ
鼻
が
お
ち
る
、
学
校
の
一

成
績
が
悪
い
、
ど
う
も
仕
事
に

身
が
入
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
方
は
、
耳
鼻
科
医
に
診
て
も

一

ら
い
ま
し
よ
う
。
 

一
慧
薙
器
」
」『
 

郵
」
護
に
誌袈
暗
 

一
幼
児
時
代
に
も
発
生
し
、
風
邪

一
や
過
労
な
ど
に
よ
つ
て
急
に
悪
 

｛
化
を
く
り
か
え
し
て
行
く
も
の
 

嘉

膿
は
精
神
的
な
作
業
能
率
 

一
 
一
 

国
民
年
金
制
度
が
誕
生
し
て

か
ら
、
毎
年
、
制
度
の
内
容
が

改
善
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が

昭
和
三
十
九
年
に
お
い
て
、
福

祉
年
金
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
こ

と
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

①
 
戦
争
公
務
に
よ
る
併
給
の

限
度
額
の
引
き
上
げ

：
・
 

現
在
、

一
般
公
務
扶
助
料
の

場
合
は
二
万
四
千
円
、
戦
争
公

政

一
 務
の
場
合
は
七
万
円
が
併
給
の

限
度
額
で
し
た
が
、
今
回
の
改

正
で
は
、
 一
般
公
務
扶
助
料
は

現
行
ど
う
り
で
す
が
、
戦
争
公

務
の
場
合
は
八
万
円
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
、
昭
和
三
十
八
年

十
月
恩
給
出
に
よ
る
公
務
扶
助

料
な
ど
の
引
き
上
げ
に
よ
つ
て

福
祉
年
金
が
、
全
額
支
給
停
止

に
な
つ
て
い
た
方
は
、
 一
月
か

ら
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

②
 
障
害
年
金
の
支
給
対
象
と

な
る
障
害
の
範
囲
に
、
結
核
性

疾
患
、
お
よ
び
精
神
障
害
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
。
 

結
核
性
疾
患
に
つ
い
て
は
、
 

持
続
性
ま
た
は
、
持
続
性
と
思

わ
れ
る
機
能
障
害
が
あ
る
方
、
 

安
静
を
要
す
る
病
状
が
つ
づ
き
 

、
日
常
生
活
に
常
時
、
介
護
を

必
要
と
す
る
程
度
の
も
の
。
 

市
 

(1) 

海
外

移

住

者
募
集
 

い
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す

海
外
移
住
を
志
ざ
す
青
年
は

ふ
る
つ
て
新
天
地
開
発
に
従
事

し
、
移
住
国
の
発
展
に
寄
与
し

将
来
を
か
ち
と
つ
て
く
だ
さ
い

当
市
か
ら
は
現
在
、
七
和
地

区

一
人
、
長
橋
地
区
六
世
帯

一
一

十

一
人
、
松
島
地
区
ニ
人
、
栄

地
区
五
世
帯
十
六
人
、
飯
詰
地

区
四
世
帯
二
十
九
人
、
毘
沙
門

地
区

一
人
が
移
住
し
て
い
ま
す

こ
れ
ら
の
方
た
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
の
各
州
で
コ
ー
ヒ
f

、
 コ

シ
ョ
ウ
な
ど
の
栽
培
を
し
て
立

派
な
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
‘の
移
住
す
 

る
の
を
待
つ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
県
と
共
催
で
年
に

数
回
、
座
談
会
を
開
き
、
現
地

の
フ
イ
ル
ム
に
よ
る
映
写
や
、
 

テ
l
プ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
声

の
交
換
を
お
こ
な
つ
て
、
移
住

者
を
慰
間
し
て
い
ま
す
。
 

海
外
移
住
募
集
は
年
中
お

こ

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
い
つ
で
も

市
役
所
農
林
商
工
課
に
お
い
で

に
な
つ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
 

固
定

資
産

課
税
 

台
帳
の
縦
覧
は
 

例
年
三
月
一
日
か
ら
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
が
、
三
十
九
年
度
に

か
ぎ
り
、
法
に

一
部
改
正
が
な

さ
れ
た
の
で
延
期
に
な
り
ま
す

な
お
、
期
日
が
決
定
し
ま
す
と

お
し
ら
せ
し
ま
す
。
 

眠
つ
て
い
る
宝
庫
、
広
大
な

南
米
の
大
陸
は
日
本
人
の
す
ぐ

れ
た
技
術
と
能
力
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

日
本
人
の
豊
富
な
技
能
を
生

か
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
源
ゃ
、
 

土
地
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
移

住
国
の
繁
栄
の
た
す
け
と
な
り

日
本
人
の
真
価
を
世
界
に
認
め

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

青
年
に
は
前
途
が
あ
り
ま
す

そ
し
て
困
難
を
克
服
す
る
可
能

性
を
も
つ
て
い
ま
す
。
 

海
外
の
新
天
地
に
自
分
の
技

能
を
発
揮
し
、
理
想
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
に
、
人
生
の
生
き
が
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一
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ス
 

ー
  ユ

 
ニ
 

政
 

市
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一
 

と
し
新
し
く
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
た
ち

の
 
『一
日
入
学
』
を

お
こ
な
つ
た
。
 

よ
い
子
た
ち
は
、
 

お
と
う
さ
ん
お
か
あ

さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て

元
気
に
登
校
、
教
室

で
先
生
の
お
話
し
を

き
い
た
り
お
友
だ
ち

と
い
つ
し
よ
に
う
た

を
う
た
つ
た
り
し
た

こ
の
あ
と
講
堂
で

お
に
い
ち
や
ん
た
ち

の
人
形
劇
や
器
楽
の

演
奏
に
、
楽
し
い
一

日
を
す
ご
し
た
。
 

廿
 
国
民

健
康
保

険
 
‘
 

被
保

険
者
証
 
の
 
検

認
 

農林商工課 

五
 
小
 
の
 

五
所
川
原
小
学
校
で
は
、
五
 

一
 
日
 入
 
学
 

日
午
後

一
時
か
ら
同
校
で
、
こ
 

ー
ー
市
 
青
 
協
 
で
 

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 

み
な
さ
ん
が
、
現
在
使
用
中

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
（
受
診
証
）
は
三
月
三
十
一

日
か
ぎ
り
で
無
効
と
な
り
ま
す

保
険
課
で
は
、
被
保
険
者
証
の

検
認
を
お
こ
な
つ
て
、
有
効
期

間
を
昭
和
四
十
年
三
月
三
十

一

日
ま
で
、
延
長
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

四
月
一
日
か
ら
は
、
検
認
印

の
な
い
被
保
険
者
証
を
使
用
す

る
と
、
み
な
さ
ん
が
医
療
費
の

全
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
 

市
内
小
中
学
校
 

卒
業
式
の
日
程
 

◇
1
6日
中
川
中
、
◇
1
7日
栄
中

長
橋
中
、
松
島
中
、
飯
詰
中
、
 

七
和
中
 

◇
1
9日
三
好
中
、
◇
2
0日
五
所

川
原
中
、
◇
2
1日
毘
沙
門
小
、
 

◇
2
2日
五
所
川
原
小
、
松
島
小

野
里
小
、
梅
泉
小
、
◇
2
3日
南

小
、
栄
小
、
沖
飯
詰
小
、
鶴
ケ

岡
小
、
藻
川
小
、
松
野
木
小
、
 

一
野
坪
小
、
飯
詰
小
、
高
野
小

◇
2
4日
田
川
小
、
七
ッ
舘
小
、
 

羽
野
木
沢
小
、
◇
2
5日
前
田
野

目
小
 

ま
せ
ん
か
ら
注
意
く
だ
さ
い
。
 

被
保
険
者
の
検
認
は
、
各
地

区
の
支
所
で
お
こ
な
い
ま
す
が

検
認
日
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

お
忘
れ
な
く
ご
準
備
く
だ
さ
い

①
被
保
険
者
証
と
印
か
ん
を

、
 

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

②
ご
家
族
に
異
動
の
あ
つ
た
方

は
、
異
動
者
の
住
所
氏
名
、
 

生
年
月
日
を
書
き
と
め
て
、
 

お
持
ち
に
な
つ
て
く
だ
さ
い

③
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
 

A
の
 、

I
ノ
 

5〕
 

く
 

正
面
玄
関
の
階
段
を

の
ぼ
つ
た
二
階
が
農

林
商
工
課
で
す
。
 

こ
こ
は
、
み
な
さ
ん

の
農
業
、
林
業
、
商

業
、
工
業
の
振
興
な

ど
の
仕
事
と
、
こ
れ

ら
に
関
係
し
た
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
 

市
青
年
団
協
議
会
は
、
入
日

五
所
川
原
中
央
公
民
舘
に
山
い

て
、
第
八
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
を
開
い
た
。
 

各
種
目
の
成
績
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
 

◇
歌
 
謡
 

①
長
尾
光
春

（
中川
）
②
福
士

謙
一
 
（七
和
）
③
関
勝
治
（
梅

沢
）
 ◇

民
 
謡
 

①
関
勝
治
（
梅
沢
）
②
宮
崎
巌
 

保
険
に
新
し
く
加
入
し
た
り

他
の
健
康
保
険
か
ら
国
民
健

康
保
険
に
新
し
く
加
入
さ
れ

た
方
の
あ
る
と
き
は
、
他
の

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
検
認
の
日
程
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
 

◇
梅
沢

1
4
 
日

（
梅
沢支
所
）
 

◇
七
和
1
6ー
1
7日
（
七
和支
所
）
 

◇
長
橋
1
8ー
1
9日
（
長
橋
支
所
）
 

◇
松
島
2
0ー
2
1日
（
松島
支
所
）
 

◇
栄

2
3ー
2
4日
 
（
栄
支
所
）
 

◇
飯
詰
2
5ー
2
6日
（
飯詰
支
所
）
 

◇
中
川
7
7ー
2
8日
（
中川
支
所
）
 

◇
毘
沙
門
2
9日
 

（
毘沙
門
出
張
所
）
 

◇
三
好
3
0ー
3
1日
（
三
好支
所
）
 

◇
五
所
川
原
、
小
曲
、
期
間
中
 

（
保
険課
窓
ロ
）
 

◇

農
林
係
 

米
や
り
ん
ご
な
ど
、
農
産
物

の
生
産
を
は
じ
め
、
家
畜
の
伝

染
病
、
山
林
の
造
林
、
農
家
の

住
宅
、
開
拓
、
農
業
団
体
な
ど

の
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
、
こ

の
係
で
す
。
 

◇
構
造

改
善
係
 

農
業
経
営
を
近
代
化
す
る
た

め
の
計
画
案
を
つ
く
つ
て
、
こ

の
事
業
の
実
施
を
は
か
る
こ
と

を
主
体
に
、
事
業
資
金
の
あ
つ

せ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
が

こ
の
係
で
す
。
 

◇
土

地
改
良
係
 

土
地
は
農
業
経
営
上
、
 一
番
 
 

夫

（
七
和
）
⑧
高
橋
タ
ョ
 （
七

和
）
 ◇

斜
 
踊
 

①
野
呂
茂

（
中
川
）
②
新
谷
悦

男
ほ
か
二
名
（
七
和
）
③
斎
藤

清
光
（
七
和
）
 

◇

演
 
劇
 

①
明
日
を
創
る
仲
間
（
三
好
）
 

る写
のー」真
一明： 
場日三
面を好
創青
る年
仲団
間に 
'＝つよ 
、ーー’ 

毘
沙
門
で

若
妻
会
 

毘
沙
門
で
、

こ
の
ほ
ど
竹
内

さ
ん
の
肝
入
り
で
若
妻
会
を
結

成
し
た
。
会
員
は
三
十
人
で
、
 

会
長
に
は
、
北
川
キ
ク
エ
さ
ん

が
選
ば
れ
た
。
 

大
事
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
土

地
改
良
の
計
画
と
実
施
設
計
書

を
つ
く
つ
た
り
、
こ
わ
れ
た
農

道
、
排
水
路
を
な
お
す
仕
事
や

大
雨
、
台
風
な
ど
の
た
め
に
農

業
用
施
設
が
こ
わ
さ
れ
た
と
き

こ
れ
ら
を
な
お
す
仕
事
を
し
て

い
る
の
が
こ
の
係
で
す
。
 

◇

商
工
観
光
係
 

商
工
業
団
体
と
連
携
を
と
つ

て
商
工
業
を
さ
か
ん
に
す
る
仕

事
や
、
商
店
の
は
か
り

の
検
査

観
光
地
の
施
設
や
宣
伝

の
仕
事

を
し
て
い
る
の
が
こ
の
係
で
す

ま
た
、
就
業
希
望
者
の
登
録
は

こ
の
係
で
う
け
も
つ
て
い
ま
す
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